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概 況 

我が国の経済は持ち直しの動きはあるものの、新型コロナウィルス感染症の

影響や光熱費・物価高騰などの影響により、依然として厳しい状況にあります。 

また、少子高齢化に伴い雇用面では今後、６５歳までの定年延長、７０歳ま

での就業機会の確保が企業に課せられ、その分人材確保が難しくなっており、

知多市シルバー人材センター（以下「センター」という。）の新規入会者の年齢

も上昇傾向にあり、登録会員の平均年齢も上がっています。 

こうした中、「第２次中期計画」の基本方針に沿って、「会員の増強」と「就

業機会の拡大」を最重要課題として取り組んだ結果、会員数は前年度より３６

人増の５２７人になり、請負による受注金額は、２．２％増の１７７，９２９

千円に、派遣による給与等の状況は、５．６％減の２８，１８５千円になりま

した。また、センター全体の経常収支は前年度に引き続き黒字でした。 

 

１ 運営基盤の強化 

（１）理事会・委員会の充実 

  理事会を中心に、専門委員会（企画調整委員会、就業開拓委員会、安全・

適正就業委員会）が主体的な運営に努め、計画の策定・進捗管理、受注拡大

のための就業開拓、安全就業のためのパトロールに努めました。さらに、会

員増強委員会を設置し、会員数の増大、資質の向上のため、いっせいボラン

ティアの企画や健康セミナーを開催しました。 

 

（２）地域（地区）班長の役割強化 

  地域（地区）班長が中心となって全地域（地区）でボランティア活動を企

画・実施するとともに、地域会員集会を開催し会員相互とセンターとの連絡

調整を図りました。 

 

（３）戦略的な技能講習等の開催 

  受注の多い草刈・剪定等の屋外作業については、会員の技能向上を目的と

して、草刈機取扱安全講習会（２回開催、延べ２１人参加）、せん定・刈込講

習会（３回開催、延べ２１人参加）を実施するとともに、新規会員を中心に

後継者の育成に力をいれました。 

また、トラブルを防止するように接遇マナー講習会を実施し、２４人が参加

しました。さらに、施設管理のために普通救命講習会（２回開催、１３人参加）

を受講しました。 

 



（４）経営基盤の確立 

  令和５年１０月開始予定のインボイス制度について、情報収集するととも

に会員への周知に努めました。 

 

２ 会員の確保 

会員募集については、ホームページや市広報に加えて、「ちたシルバーだ

より」を２回、会員募集チラシの新聞折り込みを４回及び、産業まつり等の

イベントやスーパー等でポケットティッシュ配布によるＰＲ活動を行いまし

た。また、引き続き会員勧誘の報奨制度（４年度：２１人）を実施しました。 

会員数は、前年度に比べ、３６人増の５２７人（男性３５３人、女性１７４

人）となり、目標の５００人を上回ることができました。 

 

３ 就業機会の確保 

（１）就業開拓 

新たな就業先開拓については、受注チラシの配布、就業開拓推進員・就業

開拓委員による事業所訪問活動などにより、受注の拡大に努めました。その結

果、契約件数は４，０７５件（目標５，５１０件、前年度４，３４２件）、契

約金額は２０６，１１５千円（目標２１６，７００千円、前年度２０３，９

７７千円）となり、目標に達しませんでしたが、契約金額は前年度実績を上

回ることができました。 

なお、愛知県シルバー人材センター連合会（以下「連合会」という。）の職

業紹介事業の知多市事務所として、高齢者に係る求人・求職に関する相談に

も応じましたが、就業には結びつきませんでした。 

 

（２）独自事業の実施 

会員が自家栽培したぶどうの現地販売、佐布里池梅まつりやベティさんの

家旭公園桜まつり等への出店事業、手芸品の製作販売事業、おさらい教室事

業に取り組みました。 

 

４ 労働者派遣事業 

  高齢者の多様な就業機会を確保するため、就業開拓推進員・就業開拓委員

が市内事業所を訪問し、派遣事業のＰＲを図るとともに、会員に対して、就

業斡旋しました。新型コロナウィルス感染症の影響があったものの、給与等

２８，１８５千円（目標１９，３８０千円、前年度２９，８６１千円）、目標

を上回ることができました。 

 

 



５ 安全・適正就業対策事業 

（１）安全就業 

安全・適正就業委員会を中心に、安全パトロール（６回実施）を実施した

ほか、リーダー研修会（１０人参加）、安全講習会（交通安全：２９人、事故

防止：９人参加）の開催し、事故に対する意識啓発に努めました。４年度の

事故状況は、物損事故６件（目標５件以内、前年度５件）、傷害事故７件（目

標０件、前年度６件）となり、前年度より物損事故は１件増加、傷害事故は

１件増加しました。 

 

（２）適正就業 

会員への適正就業については、適正就業ガイドラインをもとに就業形態、

労働関係法令等の適用、保険加入等、入会時と地域会員集会において説明し

ました。就業紹介については、入会時に本人の意向をよく確認するとともに、

引き続き事務所掲示板、シルバー広報等で就業会員募集情報の提供に取り組

みました。 

また、前年に引き続き接遇マナーの向上とトラブル防止を目指して接遇マ

ナー講習会（２４人）を開催しました。４年度の苦情件数は１１件（目標５

件以内、前年度８件）となり、前年度から３件増加しました。 

 

６ 普及啓発事業 

シルバー事業を広く市民等に理解してもらうため、シルバーだより・広報・

ホームページに写真やイラストを取り入れ、親しみやすい内容にしました。 

 また、「啓発用のチラシ」の新聞折り込み配布（４回）、理事等により産業

まつり等のイベントやスーパー等でのティッシュ配布による啓発活動を行い

ました。さらに「いっせいボランティア」や「健康セミナー」にて知多メデ

ィアスに取材を受け、普及啓発に努めました。 

 

７ その他 

（１）調査研究事業 

新型コロナウィルス感染症の影響で、先進他市シルバー人材センターの視

察研修をすることができなかったため、蒲郡市シルバー人材センターの職員

を講師に招いて、役員班長研修会を行ないました。 

また、センター間職員研修を行い、南知多町シルバー人材センターと東浦

町シルバー人材センターから事業運営や事務要領などを学び、事務局職員の

キャリアアップを図りました。 

 

 



（２）相談支援事業 

入会希望者に対し、毎月第２、第４金曜日の定期に入会説明会を開催した

ほか、就業相談窓口を設置しました。結果、説明会参加者延べ１５１名（前

年度１０９名）、入会者９４名（前年度６４名）となりました。 

また、会員に対しては、シルバー広報等により、意見・要望を聞くことに

よって、円滑な事業運営に努めました。 

 

（３）ボランティア活動 

シルバー人材センター事業普及啓発促進月間（１０月）を中心に地域班ご

とに保育園等の公共施設などの清掃・除草（１１か所・１２４名参加）に加

え、新たにいっせいボランティア（５０名参加）を行い、社会奉仕活動とあ

わせて、センター事業への理解と周知に努めました。 

 

（４）個人情報等の漏えい防止 

  理事会、班長会、地域会員集会等により、個人情報の適切な管理、取扱い

について説明しました。 

 

（５）知多市高齢者能力活用会館の指定管理業務 

平成３１年４月から５年間、センターが知多市高齢者能力活用会館の指定

管理者として指定を受けており、「公の施設」である会館の適切な維持管理に

努めました。利用実績として、利用件数は５０８件（前年度５２６件）、利用

者数は４，０６２名（前年度３，６１１名）と利用者数は大幅増となりまし

た。 


